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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像データと、該映像データの再生を制御する再生制御用データと、アプリケーション
を管理するアプリケーションテーブルと、データを管理するデータテーブルと、ＵＲＬ（
Uniform Resource Locator）を管理するリンクテーブルとが記録された記録媒体から該映
像データを再生する情報再生方法において、
　上記記録媒体の再生制御用データに含まれるリスト識別情報を取得し、
　上記取得したリスト識別情報により特定される映像データを表示手段に表示すると共に
、該リスト識別情報に対応する上記アプリケーションテーブルと上記データテーブルと上
記リンクテーブルとを参照し、該アプリケーションテーブル、該データテーブル、及び該
リンクテーブルのうち、該リスト識別情報に記述されている関連情報のリストを該表示手
段に表示して、ユーザにより選択されたリストに対応付けられてアプリケーションテーブ
ルで管理されているアプリケーションを、上記特定された映像データに関連付けて実行し
て該表示手段に表示することを特徴とする情報再生方法。
【請求項２】
　映像データと、該映像データの再生を制御する再生制御データと、アプリケーションを
管理するアプリケーションテーブルと、データを管理するデータテーブルと、ＵＲＬ（Un
iform Resource Locator）を管理するリンクテーブルとが記録された記録媒体から該映像
データを再生する情報再生装置において、
　上記記録媒体に記録されたデータを再生する再生手段と、
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　上記映像データを表示する表示手段と、
　上記再生手段と上記表示手段とを制御する制御手段とを備え、
　上記制御手段は、
　上記再生手段により上記記録媒体を再生することによって、上記再生制御用データに含
まれるリスト識別情報を取得し、
　上記取得したリスト識別情報により特定される映像データを上記表示手段に表示すると
共に、該リスト識別情報に対応する上記アプリケーションテーブルと上記データテーブル
と上記リンクテーブルを参照し、該アプリケーションテーブル、該データテーブル、及び
該リンクテーブルのうち、該リスト識別情報に記述されている関連情報のリストを該表示
手段に表示して、ユーザにより選択されたリストに対応付けられてアプリケーションテー
ブルで管理されているアプリケーションを、上記特定された映像データに関連付けて実行
して該表示手段に表示することを特徴とする情報再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、インタラクティブな映像データに他の任意の情報を関連付けておき、映像デ
ータの再生中に他の任意の情報を再生可能にする、情報再生方法、および情報再生装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】
　映像データ、文字データ、音声データ等からなるマルチメディアコンテンツは、ビデオ
ＣＤ（Compact Disc）等のパッケージメディアやインターネット等のネットワークから提
供されている。
【０００３】
　ビデオＣＤ（Ｖｅｒ．２．０）のトラックは図１１に示すように構成されている。この
図に示されているように、ビデオＣＤには、最内周のトラックＴｒ１にはリードインエリ
アＬｉＡおよび各種ビデオＣＤ情報が配置され、トラックＴｒ２～トラックＴｒ４には動
画データが配置され、トラックＴｒ５から通常のＣＤと同じデジタル音声（ＣＤ－ＤＡ）
データが配置される。
【０００４】
　トラックＴｒ１では、リードインエリアＬｉＡの次に、ファイル構造等の管理を行う情
報が書き込まれるプライマリボリュームディスクリプタＰＶＤが配置される。そして、プ
ライマリボリュームディスクリプタＰＶＤの次には、ビデオＣＤディスクインフォメーシ
ョンＶＤＩ、リストＩＤオフセットテーブルＬＯＴ、プレイシーケンスディスクリプタＰ
ＳＤがこの順番に配置される。
【０００５】
　ビデオＣＤディスクインフォメーションＶＤＩは、再生装置がビデオＣＤディスクを認
識するための情報であり、リストＩＤオフセットテーブルＬＯＴは、再生リストのアドレ
ス情報であり、プレイシーケンスディスクリプタＰＳＤは、リスト形式で記述した再生手
順情報である。これらの三つの情報を配置したエリアは、ビデオＣＤインフォメーション
エリアと呼ばれる。
【０００６】
　ビデオＣＤインフォメーションエリアの次には、セグメントプレイアイテムＳＰＩが配
置される。ここでは、セグメントプレイアイテムＳＰＩの内容として、二つのメニュー静
止画データＭＳＶ１，ＭＳＶ２、静止画データＳＶ３、動画データＭＶ４、二つの静止画
データ列ＳＶＬ１，ＳＶＬ２が配置されている。
【０００７】
　セグメントプレイアイテムＳＰＩの次には、ＣＤ－Ｉ（Interactive）との互換を維持
するための情報を書き込むエリアである、ＣＤ－Ｉアプリケーションエリアが配置される
。
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【０００８】
　以上のように構成されたビデオＣＤを再生装置で再生すると、プレイシーケンスディス
クリプタＰＳＤに記述された再生手順にしたがってインタラクティブな再生が実行される
。この再生手順にしたがって所望の動画データや静止画データにアクセスするために、リ
ストＩＤオフセットテーブルＬＯＴに格納されたアドレスが参照される。
【０００９】
　なお、ビデオＣＤの詳細については、例えば再公表特許公報（国際公開ＷＯ９５／１６
２６２）に開示されているので、ここでは概略を説明した。
【００１０】
　前述した構成を備えたビデオＣＤを製造する際には、ユーザは動画データの素材と、静
止画データの素材と、再生の手順を記載した文書を用意し、それをオーサリング業者に渡
す。オーサリング業者はそれぞれを所定のフォーマットに変換し、オーサリングを行って
いる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
　前述したビデオＣＤではディスクに記録されている映像データに対してインタラクティ
ブな再生が可能であるが、ＰＣ（Personal Computer）のアプリケーションソフト（アプ
リケーションソフトウェア）等へリンクすることが可能であれば、さらに便利である。し
かし、従来の方法で他のアプリケーションソフト等との関連付けが行えるインタラクティ
ブな映像ソフトを制作しようとすると、高級プログラミング言語または汎用オーサリング
ソフトを用いてプログラミングを行うことが必要である。いずれの場合も専門的知識を必
要とするため、人的リソースも限られ、さらにそれなりの時間とコストが必要となる。
【００１２】
　また、複数の光記録メディア、例えばＣＤ－ＲＯＭ（Read Only Memory），ＣＤ－ＥＸ
ＴＲＡ，ＤＶＤ（Digital Video Disc）－ＲＯＭ用にインタラクティブな映像ソフトを制
作しようとすると、プラットフォームやメディアに応じた素材およびデータを用意する必
要がある。また、それぞれに対応したプログラミングとそのデバッグが必要となるため、
高度な専門的知識は必要である。
【００１３】
　本発明は、このような問題点に鑑みてなされたものであって、汎用の文書作成ソフトを
用いて、記録手段にインタラクティブな映像データに他の任意の情報を関連付けておき、
映像データの再生中にユーザが希望する任意の情報を選択可能に再生にする情報再生方法
及び情報再生装置を提供することを目的とする。
【００１４】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る情報再生方法は、映像データと、映像データの再生を制御する再生制御用
データと、アプリケーションを管理するアプリケーションテーブルと、データを管理する
データテーブルと、ＵＲＬ（Uniform Resource Locator）を管理するリンクテーブルとが
記録された記録媒体から映像データを再生する情報再生方法において、記録媒体の再生制
御用データに含まれるリスト識別情報を取得し、取得したリスト識別情報により特定され
る映像データを表示手段に表示すると共に、リスト識別情報に対応するアプリケーション
テーブルとデータテーブルとリンクテーブルとを参照し、アプリケーションテーブル、デ
ータテーブル、及びリンクテーブルのうち、リスト識別情報に記述されている関連情報の
リストを表示手段に表示することを特徴とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る情報再生方法は、映像データと、映像データの再生を制御する再生制御用
データと、アプリケーションを管理するアプリケーションテーブルと、データを管理する
データテーブルと、ＵＲＬ（Uniform Resource Locator）を管理するリンクテーブルとが
記録された記録媒体から映像データを再生する情報再生方法において、記録媒体の再生制
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御用データに含まれるリスト識別情報を取得し、取得したリスト識別情報により特定され
る映像データを表示手段に表示すると共に、リスト識別情報に対応するアプリケーション
テーブルとデータテーブルとリンクテーブルとを参照し、アプリケーションテーブル、デ
ータテーブル、及びリンクテーブルのうち、リスト識別情報に記述されている関連情報の
リストを表示手段に表示して、ユーザにより選択されたリストに対応付けられてアプリケ
ーションテーブルで管理されているアプリケーションを、特定された映像データに関連付
けて実行して表示手段に表示することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係る映像データと、映像データの再生を制御する再生制御用データと、
アプリケーションを管理するアプリケーションテーブルと、データを管理するデータテー
ブルと、ＵＲＬ（Uniform Resource Locator）を管理するリンクテーブルとが記録された
記録媒体から映像データを再生する情報再生装置において、記録媒体に記録されたデータ
を再生する再生手段と、映像データを表示する表示手段と、再生手段と表示手段とを制御
する制御手段とを備え、制御手段は、再生手段により記録媒体を再生することによって、
再生制御用データに含まれるリスト識別情報を取得し、取得したリスト識別情報により特
定される映像データを表示手段に表示すると共に、リスト識別情報に対応するアプリケー
ションテーブルとデータテーブルとリンクテーブルを参照し、アプリケーションテーブル
、データテーブル、及びリンクテーブルのうち、リスト識別情報に記述されている関連情
報のリストを表示手段に表示して、ユーザにより選択されたリストに対応付けられてアプ
リケーションテーブルで管理されているアプリケーションを、特定された映像データに関
連付けて実行して表示手段に表示することを特徴とする。
【００１７】
　図１は本発明の実施の形態による光ディスク再生システムの構成を示す図である。この
光ディスク再生システムは、ＰＣ１を中心に構成されている。ＰＣ１には、ディスプレイ
モニター３と、ＨＤＤ（ハードディスク装置）５と、光ディスク装置７と、モデム９とが
接続されている。モデム９は電話回線等のネットワーク１１に接続されている。また、Ｐ
Ｃ１はＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）を介して別のＰＣ１３と接続されている。
【００１８】
　光ディスク装置７は、ビデオＣＤ、ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－ＥＸＴＲＡ，ＤＶＤ－ＲＯＭ
等を再生する機能を有している。
【００１９】
　図２は図１の光ディスク再生システムにおけるソフトウェアおよびデータの関係を示す
図である。この図において、エンジンソフト２１は、光ディスク装置７の再生動作を制御
するソフトウェアであって、例えば図１のＨＤＤ５内に格納されている。インタラクティ
ブスクリプトデータファイル２３、映像素材ファイル２５、アプリケーションリンクテー
ブル２７、データリンクテーブル２９、および外部ＰＣリンクテーブル３１は、いずれも
光ディスク装置７にセットされる光ディスクメディアに記録されている。
【００２０】
　インタラクティブスクリプトデータファイル２３は、再生制御用データが記述されてい
る。このインタラクティブスクリプトデータファイル２３の詳細については後述する。映
像素材ファイル２５は、図１０に示した動画、静止画、静止画列、およびメニュー静止画
に相当する。アプリケーションリンクテーブル２７、データリンクテーブル２９、および
外部ＰＣリンクテーブル３１は、他のアプリケションソフトとの関連付けを行うために新
規に提案されたものであって、例えば図３のように構成されている。
【００２１】
　アプリケーションリンクテーブル２７には、図３（ａ）に示されているように、再生制
御用データに記述されたリストＩＤ毎に、例えば表計算ソフト実行ファイル、ブラウザ実
行ファイル、文書作成ソフト実行ファイル等が記述されている。同様に、データリンクテ
ーブル２９には、図３（ｂ）に示されているように、リストＩＤ毎に例えば会計ソフト用
データ、書類データ等の複数のアプリケーションソフト用のデータとの関連情報が記述さ
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れている。また、外部ＰＣリンクテーブル３１には、図３（ｃ）に示されているように、
外部ＰＣのＵＲＬ（Uniform Resource Locator）等が記述されている。
【００２２】
　エンジンソフト２１は、光ディスクメディアに記録されているインタラクティブスクリ
プトデータファイル２３から、リストＩＤを取得する。また、リストＩＤに関連する情報
を映像素材ファイル２５から取得して、ディスプレイモニター３に表示する。さらに、リ
ストＩＤに関連する情報をアプリケーションリンクテーブル２７、データリンクテーブル
２９、および外部ＰＣリンクテーブル３１から取得して、ディスプレイモニター３に表示
する。
【００２３】
　図４は図１に示したシステムの動作を示すフローチャートであり、図５はそのディスプ
レイモニター３の画面の例を示す図である。再生動作がスタートすると、まずエンジンソ
フト２１はインタラクティブスクリプトデータファイル２３からスクリプトを読み込む（
ステップＡ１）。次に、読み込んだスクリプトからリストＩＤを取得すると共に、そのリ
ストＩＤにより特定される映像データを映像素材ファイル２５から読み出し、ディスプレ
イモニター３の一部に表示する（ステップＡ２，Ａ３）。次いで、アプリケーションリン
クテーブル２７、データリンクテーブル２９、および外部ＰＣリンクテーブル３１の各テ
ーブルにおける前記リストＩＤに記述されている関連情報を参照する（ステップＡ４）。
そして、ステップＡ５で関連情報ありと判断した場合には、ディスプレイモニター３の一
部に関連情報リストを表示する（ステップＡ６）。次に、ユーザが関連情報リストの中か
ら希望のものを選択するのを待ち（ステップＡ７）、リスト選択入力があったら（ステッ
プＡ８でＹＥＳ）、選択されたアプリケーションソフトを立ち上げた後、それをディスプ
レイモニター３に表示する（ステップＡ９，Ａ１０）。
【００２４】
　図５にディスプレイモニター３の画面を示す。ディスプレイモニター画面Ｃ１の中央部
には映像表示部Ｃ２が設定される。前述したステップＡ３における映像データ表示はこの
映像表示部Ｃ２で行われる。ディスプレイモニター画面Ｃ１の右下部には、ユーザインタ
フェース表示部Ｃ４が設定される。ユーザインタフェース表示部Ｃ４には、映像操作部Ｃ
４１と、インターネットリンク選択部Ｃ４２と、ファイルリンク選択部Ｃ４３とが設定さ
れる。映像操作部Ｃ４１は、映像表示部Ｃ２に表示される映像の再生、一時停止、早送り
等の指令を入力するためのキーが表示される。インターネットリンク選択部Ｃ４２には、
図３（ｃ）に示した外部ＰＣリンクテーブル３１に記述されている情報のリストが表示さ
れる。また、ファイルリンク選択部Ｃ４３には、図３（ｂ）に示したデータリンクテーブ
ル２９に記述されている情報のリストが表示される。すなわち、前述したステップＡ６に
おける関連情報表示はインターネットリンク選択部Ｃ４２およびファイルリンク選択部Ｃ
４３で行われる。ユーザは、このリストの中から希望のリストにカーソルを合わせてマウ
スをクリックすることにより、前述したステップＡ８のリスト選択入力を与えることがで
きる。ディスプレイモニター画面Ｃ１の右部にはアプリケーション表示部Ｃ３が設定され
る。前述したステップＡ１０におけるアプリケーションソフト表示はこのアプリケーショ
ン表示部Ｃ２で行われる。次に、前述したインタラクティブスクリプトデータファイル２
３の構造について説明する。図６にインタラクティブスクリプトデータファイルシステム
を示す。このファイルシステムはビデオＣＤ再生用のスクリプトであるＶｉｄｅｏ　ＣＤ
　Ｖｅｒ．２．０の記述方法を改良して、あらゆる種類のメディアに対応するように構成
したものである。
【００２５】
　図６において、Ｄ１とＤ２が今回新たに定義した部分である。このファイルシステムの
ディレクトリー（ＤＩＲ）は任意の場所に配置することができる。これに対して従来のＶ
ｉｄｅｏ　ＣＤ　Ｖｅｒ．２．０のディレクトリはルートに固定されていた。インタラク
ティブスクリプトデータは、特定ディレクトリー“ＴＰＢＣＰＡＣ”以下に論理ファイル
として配置される一連のファイルシステムにより構成されている。なお、ＴＰＢＣＰＡＣ
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はトランスポータブル・プレイバック・コントロール・パケットの略称である。
【００２６】
　このファイルシステムでは、映像データとしてＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Gro
up）１データおよびＭＰＥＧ２データを扱う。ＭＰＥＧ１データおよびＭＰＥＧ２データ
は、ディレクトリーが￥ＴＰＢＣＰＡＣ￥ＭＰＥＧＡＶと￥ＴＰＢＣＰＡＣ￥ＳＥＧＭＥ
ＮＴ、ファイル名がＡＶＳＥＱｎｎ．ＭＰＧおよびＩＴＥＭｎｎｎｎ．ＭＰＧである。Ｍ
ＰＥＧ１データは、動画、静止画、高精細静止画、スライドショーデータに用いられる。
ＭＰＥＧ２データは動画に用いられる。
【００２７】
　また、このファイルシステムでは、ＣＤ－ＤＡスライドショーに対応する。すなわち、
ＣＤ－ＤＡ再生中に静止画（ＪＰＥＧデータおよびＢＭＰデータ）を表示することが可能
である。ディレクトリーは￥ＴＰＢＣＰＡＣ￥ＤＡＴＡ￥ＴＰＢＣ￥ＣＤＥＸＴＲＡ、フ
ァイル名がＣＤＥＸｎｎｎｎ．ＳＥＱである。図７にデータ構造を示す。
【００２８】
　さらに、このファイルシステムでは、ビデオＣＤインターネット（ＶｉｄｅｏＣＤ　Ｉ
ｎｔｅｒｎｅｔ）の規約に対してトランスポータブルＰＢＣによる意訳と拡張機能を加え
ている。ＤＩＳＣ２ＵＲＬは現行のビデオＣＤインターネット規約どおりとする。ただし
、ビデオＣＤ－ＲＯＭ以外の場合はトラック番号を示すＴｎｎはＡＶＳＥＱｎｎを意味す
る。ＵＲＬ２ＤＩＳＣについても同様である。ＵＲＬからフックしたシーンの再生方法を
ＵＲＬ２ＤＳＣ．ＤＡＴに記述される行データの拡張として定義した。ＵＲＬ２ＤＳＣ．
ＤＡＴに記述されるデータの行数と同じ位置にＵＲＬ２ＤＳＣ．ＥＸＴに行単位で記述さ
れる。ディレクトリーは￥ＴＰＢＣＰＡＣ￥ＤＡＴＡ￥ＴＰＢＣ￥ＩＮＴＥＲＮＥＴ、フ
ァイル名がＵＲＬ２ＤＳＣ．ＥＸＴである。
【００２９】
　また、このファイルシステムでは、再生中の任意のシーン、トラックまたはエントリー
に対して任意のファイルを開くことができる。ディレクトリーは￥ＴＰＢＣＰＡＣ￥ＤＡ
ＴＡ￥ＴＰＢＣ￥ＦＩＬＥＬＩＮＫ、ファイル名がＤＩＳＣ２ＦＩＬＥ．ＤＡＴである。
記述形式は図３に示したとおりである。
【００３０】
　そして、このファイルシステムでは、Ｖｉｄｅｏ　ＣＤ　Ｖｅｒ．２．０に特有な定義
部分である、オートポーズとエントリーポイントが移植されている。
【００３１】
　Ｖｉｄｅｏ　ＣＤ　Ｖｅｒ．２．０では、トリガービットとして素材に直接インサート
した情報は、それぞれの動画素材に対するオートポーズトリガーポイントデータとして対
象ファイルと同じファイル名（拡張子．ＡＰＳ）に格納する。また、トランスポータブル
データにおいて動画素材のトリガービットは削除される。ディレクトリーは￥ＴＰＢＣＰ
ＡＣ￥ＤＡＴＡ￥ＴＰＢＣ￥ＡＰＡＵＳＥ、ファイル名がＡＶＳＥＱｎｎ．ＡＰＳまたは
ＩＴＥＭｎｎｎｎ．ＡＰＳである。図８にデータ構造を示す。
【００３２】
　Ｖｉｄｅｏ　ＣＤ　Ｖｅｒ．２．０でのエントリーは、それぞれのトラックデータに対
して物理番地（セクターアドレス）として固定フィールドにファイルとして記述する必要
があった。ＴＰＢＣではディレクトリー￥ＴＰＢＣＰＡＣ￥ＭＰＥＧＡＶ下の動画素材に
対してエントリーポイントを定義し、さらに論理番地（それぞれのファイル先頭からの相
対時間）で記述できるように拡張した。ここで、それぞれの動画素材に対するエントリー
ポイントデータファイルとして対象ファイルと同じファイル名（拡張子．ＥＮＴ）に格納
する。また、エントリーポイントは各動画ファイルに対し、必ず先頭番地が一つ存在しな
ければならない。さらに、オリジナルのＥＮＴＲＩＥＳ．ＶＣＤはディレクトリー￥ＴＰ
ＢＣＰＡＣ￥ＶＣＤに残すが、固定フィールドに配置する必要はない。ディレクトリーは
￥ＴＰＢＣＰＡＣ￥ＤＡＴＡ￥ＴＰＢＣ￥ＥＮＴＲＩＥＳ、ファイル名がＡＶＳＥＱｎｎ
．ＥＮＴである。図９にデータ構造を示す。
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【００３３】
　次に、以上説明したインタラクティブスクリプトデータファイルを映像データと共にオ
ーサリングしてメディアに出力する手順を図１０を参照しながら説明する。必要な素材は
、ビデオテープに記録された動画素材４１と、光磁気ディスクに記録された静止画素材４
３と、従来の再生手順を汎用文書作成ソフトで記載した文書が格納されたフロッピーディ
スク４５と、拡張された再生手順、すなわち他のアプリケーションソフト等へのリンクに
ついて汎用文書作成ソフトで記載した文書が格納されたフロッピーディスク４７である。
【００３４】
　まず、映像エンコーダを用いて動画素材４１と静止画素材４２をＭＰＥＧ２あるいはＭ
ＰＥＧ１のフォーマットに変換すると共に、ＰＣを用いてフロッピーディスク４５の内容
をスクリプトデータに変換する（ステップＢ１）。次に、ＰＣを用いてオーサリングを行
う（ステップＢ２）。以上によって、ビデオＣＤ等のメディアに出力するフォーマットの
動画データ、静止画データ、およびスクリプトデータが構成される。次いで、ＰＣを用い
てフロッピーディスク４７の内容をスクリプトデータに変換すると共に、拡張オーサリン
グを行う（ステップＢ３）。この結果、メディアに出力するフォーマットの動画データ、
静止画データ、および他のアプリケーションソフト等との関連付けを行うインタラクティ
ブスクリプトデータが構成される。次に、これらのデータをモニターに表示して検証した
後（ステップＢ４）、対象となるメディアに出力する（ステップＢ５）。
【００３５】
　なお、本発明は以上説明した実施の形態だけでなく、例えば下記（１）～（１３）のよ
うな変形が可能である。
【００３６】
　（１）本機能部分（図２に示したインタラクティブスクリプトデータファイル２３、ア
プリケーションリンクテーブル２７、データリンクテーブル２９、外部ＰＣリンクテーブ
ル３１、およびエンジンソフト２１）を他のアプリケーションソフトに組み込む（プラグ
インする）。
【００３７】
　（２）本機能部分をホームページブラウザに組み込む。
【００３８】
　（３）本機能部分を光ディスクメディア等のパッケージメディアに書き込む。
　（４）本機能部分をネットワークを介して配信する。
【００３９】
　（５）データ放送等に対応したパソコン受信ボードにおけるプレゼンテーションソフト
への応用。
【００４０】
　（６）動画によるナビゲーションとプログラムのインストーラーとを組み合わせた応用
。
【００４１】
　（７）動画によるチュートリアルとプログラムとを組み合わせた応用。
【００４２】
　（８）本機能部分をテレビジョン受信機等の受信機に組み込む。
【００４３】
　（９）本機能部分をＰＣや携帯情報端末のＯＳ（オペレーティングシステム）に組み込
む。
【００４４】
　（１０）ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－ＥＸＴＲＡを含む全てのパッケージメ
ディアのオーサリングに適用して出力する。
【００４５】
　（１１）インターネットやデータ放送を含む全ての通信メディア用データとし出力する
。
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【００４６】
　（１２）ＭＨＥＧ（Multimedia and Hypermedia Information Coding Experts Group）
等のデータ放送用スクリプトを追加する。
【００４７】
　（１３）インターネットやデータ放送等の通信メディアにアクセス中に、パッケージメ
ディアの映像を再生する。
【００４８】
【発明の効果】
　以上、詳細に説明したように、本発明によれば以下の（１）～（４）に記載した効果を
奏する。
【００４９】
　（１）１つのソースをあらゆる光ディスクメディアヘのマルチユース化が実現できる。
【００５０】
　（２）ネットワークや放送等、パッケージメディア以外のメディアでも利用できる。
【００５１】
　（３）高級言語や専用オーサリング記述言語等でプログラミングする必要がないため、
インタラクティブなコンテンツの制作の効率化と低コトス化が実現できる。
【００５２】
　（４）ＰＣ上でデータ放送の再生環境を実現できる。
　また、本発明によれば、リスト識別情報により特定される映像データを表示手段に表示
すると共に、アプリケーションテーブル、データテーブル、及びリンクテーブルのうち、
リスト識別情報に記述されている関連情報のリストを表示手段に表示することにより、映
像データの再生中にユーザが希望する任意の情報を選択可能に再生にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態による光ディスク再生システムの構成を示す図である。
【図２】　図１の光ディスク再生システムにおけるソフトおよびデータの関係を示す図で
ある。
【図３】　図２におけるアプリケーションリンクテーブル、データリンクテーブル、およ
び外部ＰＣリンクテーブルの構成の一例を示す図である。
【図４】　図１に示したシステムの動作を示すフローチャートである。
【図５】　図１に示したシステムにおけるディスプレイモニターの画面の例を示す図であ
る。
【図６】　図２におけるインタラクティブスクリプトデータファイルシステムの構成を示
す図である。
【図７】　ＣＤ－ＤＡスライドショー用のデータの構造を示す図である。
【図８】　オートポーズ用のデータの構造を示す図である。
【図９】　エントリー用のデータの構造を示す図である。
【図１０】　インタラクティブスクリプトデータファイルを映像データと共にオーサリン
グしてメディアに出力する手順を示す図である。
【図１１】　ビデオＣＤのトラックフォーマットの構成を示す図である。
【符号の説明】
１，１３　ＰＣ、３　モニターディスプレイ、５　ＨＤＤ、７　光ディスク装置、９　モ
デム、１１　ネットワーク、２１　エンジンソフト、２３　インタラクティブスクリプト
データファイル、２５　映像素材ファイル、２７　アプリケーションリンクテーブル、２
９　データリンクテーブル、３１　外部ＰＣリンクテーブル。
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